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KUPO開発に携わる若手技術者のみなさん
EV開発部 eモビリティ開発グループ

KUPOデータ活用イメージ

 KUPOの開発は、アメリカ
のシリコンバレーで始まり
ました。（写真は、シリコン
バレーで高齢者にインタ
ビューしている様子）

２つのモード間の変形を１アクションで行えるようにしました。
プッシュモード ドライブモード

KUPO 3代目モデル
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●背景
スズキは、以前から電動車椅子「モーターチェア」と
ハンドル形電動車椅子「セニアカー」の製造・販売をし
ています。日本社会の高齢化が進行する中、ご高齢の
方々が「欲しい!」商品は何かを考え、「自分で歩く」こと
をサポートしながら「行動範囲を広げる」ことを目的に
したモビリティ「KUPO」の開発が始まりました。

●技術紹介
「KUPO」は、ご高齢の方々の買い物などの日常生活
を支援しながら、歩く嬉しさを提案するモビリティです。 
「KUPO」は、歩行を補助する電動歩行車の「プッシュ
モード」と、乗って移動する電動車椅子の「ドライブモード」
の2つの形態に変形することが最大の特徴です。
「プッシュモード」は、人が「KUPO」を押す力をモー
タの力で軽減し、軽い力で押して歩くことができます。
コンビニ等の店舗内でも扱いやすいコンパクトなサイ
ズとし、荷台には店舗用のバスケットを載せることがで
きます。
一方、「ドライブモード」は、把持グリップを設定し運転
中に体を支えて安心して移動できます。また、シートの下
には手荷物を載せられる荷物スペースを設けています。

●今後の取り組み
「KUPO」には、車両の操作情報、位置情報などのデータ
を収集するコネクテッド機能の搭載を検討しています。
今後の取り組みとしては、軽量化と車体強度の両立、お求
めやすい価格を目指して開発を進めてまいります。

スズキのCASE新技術への取り組み（その１）

新たな100年に向かって
自動車業界には「ＣＡＳＥ」「ＭａａＳ」に代表される、
１００年に一度の大変革期が訪れています。
スズキは、自律支援技術やコネクテッド技術を応用し、
地域で生活する方々に密着した形で課題の解決に取り組んでいます。
今回は、スズキが取り組む新モビリティ「KUPO」、
浜松自動運転やらまいかプロジェクト、
農業用無人運搬トラックの開発をご紹介します。

1.新モビリティ「KUPO」の開発
新型コロナウィルスは、私たちの生活を劇的に変化させています。このウィ

ルスから命を守るためご尽力されている医療従事者、科学者、技術者等関係

される方々に感謝申し上げます。

昨今、大型台風による洪水や強風、山火事等の自然災害が世界各地で

発生し、その原因の一部と考えられている地球温暖化の対策は待ったなし

の状況になっています。2019年欧州委員会の政策発表に続き、日本政府

は2020年 10月に、2050年までにカーボンニュートラル、脱炭素社会の実現

を目指すことを宣言しました。

脱炭素社会の実現のためには、例えば、再生可能エネルギーで生成した

水素と大気中にあるCO2から液体燃料を合成する技術や、価格が高くて

普及しない電気自動車を手の届く製品とする技術を確立することが必要

です。今までの常識を否定し、異なる方向から現実を見て、解決法を見出さ

なければ実現できない領域の技術です。しかるべきロードマップを描き、

産官学の枠組みを超えた活動を行って、私たちの技術として確立させなけ

ればいけません。

このような今後必要になる技術は、実現させるためのハードルが高いも

のばかりです。しかし、私たちは技術で人を幸せにしなければいけません。

「やらまいか」の精神で取り組み実現させましょう。できます。はからずも、

私たちは、コロナ禍により、昨日の常識を否定した新しい行動ができることを

自ら証明したのですから。

スズキ株式会社は、今後もお客様に価値ある製品をお届けしてまいります。

財団に関係する皆様、研究に携わる方々、今後ともご支援ご鞭撻を賜りたく、

よろしくお願いします。
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浜松自動運転やらまいかプロジェクト

交通課題を解決／地域や産業に貢献

自治体 × 自動車メーカー × 交通事業者 × ITサービス
自動運転サービス実用化に向けた検討

①制限速度以下で車速と車間距離を調整する機能

②道路の白線を検知して車線内を走行する機能 ③信号の残り時間情報を受信する機能

車速の制御

30km/h

前の車 自車

信号サーバー
ハンドルの制御

信号情報

携帯回線

車間距離の制御
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自動運転コントローラ
操舵制御

環境認識用カメラ

経路生成

環境認識
アルゴリズム
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予約システムを使った乗車のしくみ（第一回実証実験）

第一回実証実験の様子
（2017年12月）

北海道農業研究センターでの走行実験

開発車両の外観

走行可能な領域の検出
ⓐ 元の画像 ⓑ 路面検出結果画

第二回実証実験の様子
（2019年12月～）

実証実験コース（浜名湖東部地域）

収穫した農作物の自動運搬のイメージ

第二回実証実験の車両機能

浜松自動運転やらまいかプロジェクトが目指す将来像

浜松自動運転やらまいかプロジェクトの枠組み
浜松市、遠州鉄道株式会社、ＢＯＬＤＬＹ株式会社（旧ＳＢドライブ株式会社）

と共に２０１６年に連携協定書を締結

運転可能領域

操舵制御システム構成
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●プロジェクトの描く将来像
小さな車を使った定時・定路線の移動サービスは、交通

弱者の足の確保に役立つことと、交通弱者の社会参加に
よる地域コミュニティの活性化も期待できることがわか
りました。
浜松自動運転やらまいかプロジェクトは、自動運転を
通して、地域の方々が自分の意思で動ける範囲が広がる
ことを目指して、今後も活動していきます。

新たな100年に向かって� スズキのCASE新技術への取り組み（その１）

●背景
スズキは、「浜松自動運転やらまいかプロジェクト」に
参加しています。都市部から山間部まで多様な地域を
有する浜松市において、将来の自動運転技術の実用化
を見据え、地域の交通課題を解決し、持続可能な公共交
通の在り方を探る取り組みを行っています。

●スズキの取り組み
浜松自動運転やらまいかプロジェクトでは、右上図に

示す４者で「交通空白地の交通弱者の足の確保」という課
題に取り組んでいます。住民の皆様の協力を頂きなが
ら、将来、自動運転が実用化された際、どういったサー
ビスが使いやすく、交通空白地の足にふさわしいのか
実証実験をしています。

●背景
日本の農業は、農業従事者の減少や高齢化によって、
労働力不足が深刻な問題となっております。農作業の
自動化がその解決策として大きく期待されています。

●スズキの取り組み
スズキは、内閣府が統括する「戦略的イノベーション
創造プログラム（SIP）第２期（スマートバイオ産業・農業
基盤技術）」に参加し、軽トラックのキャリイをベースとし
て、収穫した農作物を自動運転によって圃場から集荷場ま
で運搬する農業用無人運搬トラックの開発をしています。
一般的な自動運転は道路上の白線の情報をもとに、
道路の境界を認識して車両を制御します。しかし、農業
向けの道路環境では、未舗装の道路が存在します。
農業用無人運搬トラックに搭載される自動運転シス

テムは、未舗装の道路環境では、カメラで撮影した画像
データからディープラーニングにより車両が走行可能な
領域を検出し、安定して走行するための車両制御を行っ
ています。

●今後の課題・目標
北海道札幌市にある農研機構 北海道農業研究セン

ター内での走行実験結果に基づいて、公道を含む実際
の実証実験コースで、実際の収穫物を積載した状態で
も安全に走行できるように開発を進めています。

2.浜松自動運転やらまいかプロジェクト 3.農業用無人運搬トラックの開発

カメラ × 7
 前 4　中央2　後1
ライダー × 3
 天井 1　前1　後1
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マイクロプラスチック回収装置を取り付けた船外機

回収装置の模式図
開発責任者のマリン技術部 開発グループ

佐藤卓弥グループ長

モニタリング調査で実際に回収した
マイクロプラスチック

初代「ジムニー」
(1970年)

日本自動車殿堂の表彰状、トロフィーと共に
（最前列より）デザイン部　中安四輪製作グループ長　米澤チーフエンジニア
本田取締役技監　縫村アシスタントチーフエンジニア　（スズキ歴史館にて）
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スズキは、世界初※となる船外機に取り付け可能なマイクロ
プラスチック回収装置を開発しました。

正しく回収されずに海に流れ込む大量の海洋プラスチック
ごみは近年大きな環境問題となっており、さらにそれらが自然
環境下で微細に破砕されたマイクロプラスチックは生態系に
及ぼす影響が懸念されています。こうした問題に対処する
ため、船外機がエンジン冷却のために大量の水をくみ上げな
がら走行し、冷却後にその水を戻す構造であることに着目し、
戻り水用ホースに取り付け可能なフィルター式の回収装置
を開発しました。これにより、走行するだけで水面付近のマイ
クロプラスチックを回収することができます。

モニタリング調査は海外にも対象を広げて実施しており、
さらに改良を重ねていきます。　※2020年10月1日現在、スズキ調べ

スズキは、海洋プラスチックごみに焦点を当てた新たな取り
組み「スズキクリーンオーシャンプロジェクト」を始動しました。
これまで継続してきた水辺の清掃活動のほか、船外機回収
装置によるマイクロプラスチックの回収、船外機や部品の梱
包材からのプラスチックの削減などの取り組みを進めていき
ます。

「スズキクリーンオーシャンプロジェクト」の推進は、SDGs
（持続可能な開発目標）が示す社会課題の解決に向けた
スズキの具体的な取り組みであり、スズキ船外機がブラン
ドスローガンに掲げる「THE ULTIMATE OUTBOARD 
MOTOR （究極の船外機）」を環境面においても追求してい
く姿勢を表すものです。

スズキの本格的な軽四輪駆動車 初代「ジムニー」が、
特定非営利活動法人日本自動車殿堂の「歴史遺産車」
に選定されました。スズキの車が「歴史遺産車」に選定
されたのは2008 年の「スズライト」に続き、2 台目と
なります。

今回の選定では、「スズキ ジムニーは悪路走破性の
高い軽四輪駆動車として50 年にわたって量産され、
多様な用途に対応するロングセラーモデルに成長し、
世界中から評価され続けてきた。その礎を築いた初代
LJ10 型は、新たな軽自動車の道を切り拓いた歴史的
名車である。」という点が評価されました。

初代「ジムニー」は、1970 年 4月に当時の軽自動
車としては唯一の四輪駆動車（2サイクル0.36L）と
して発売され、悪路走破性とコンパクトな車体による
取り回しの良さから、様々な作業現場や山間部、積雪
地での巡回活動や、重要な交通手段として活躍して
きました。

また、本格的な四輪駆動の性能と親しみやすく機能
的なデザインはレジャーを目的とするお客様にもご好評
をいただきました。

▌世界初の船外機用マイクロプラスチック回収装置を開発 ▌初代「ジムニー」が2020 日本自動車殿堂「歴史遺産車」に選定

▌ジョアン・ミル選手がMotoGP 2020
　シーズンのライダーチャンピオンを獲得
　チームスズキエクスターも初のチーム
　チャンピオンを獲得

▌スズキ、FIM世界耐久選手権で
　４年ぶり、１６回目の
　年間チャンピオン獲得

▌スズキクリーンオーシャンプロジェクト

世界各国で水辺の清掃活動実施（上：モルディブ、下：フィリピン）
　これまで26か国、延べ8,000人が参加しました。

スズキのニュースリリースから最近のトピックスを紹介します。



業務紹介
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アカウント管理サーバやメールなど
ITインフラの保守、運用を行ってい

ます。サーバ設計から関わることができ、また、自分の
思いを反映させることができ、やりがいを感じます。 

取引先等がセキュリティを保ちながら、
スズキのシステムを利用できるように、
システムを運用しています。問題が解決
し、ユーザーからお礼の言葉をいただい
たときにはやりがいを感じます。

ＩＴ基盤部の若手技術者 たち
スズキを支えるＩＴ部門の若手のみなさんの
メッセージをご紹介します。

スズキ公式ECサイトの立ち上げプ
ロジェクトを進めています。時には商
品の出荷場やモーターショーなどの
イベント物販、ベビーリーフを生産す
る農園へ足を運び、他部門の方々
と協力して少しずつ構想を実現して
いく過程はやりがいを感じます。

スズキグッズや関連商品を、気軽にインターネットで
購入出来るサイトを準備しています。湯呑やハンガ
リー蜂蜜など、スズキマニアがつい欲しくなってしまう
銘品を集めたユニークなサイトです！

スズキデータセンターの
IT機器をはじめ、電源・空
調などの各種設備を運用
監視しています。異常の
早期発見、復旧ができる
環境づくりに日々、努めて
います。一日を無事完了
したときは達成感を得られ
ます。

オフィスや実験・生産設備で使用する
PCの導入を支援し、IT環境のセキュリ
ティを担っています。PC管理を通じて
スズキのものづくりに携わることができ、
やりがいを感じています。

私たちセキュリ
ティチームでは、Webア
クセスやEメールの不審
な挙動などの問い合わ
せの対応を行っていま
す。サイバーセキュリティ
の世界は日々進化して
いるので、刺激もあり学
ぶことも多く、やりがいの
ある仕事です。

私たちのチームは、
IT技術によってより多くの社員の業務の
効率化に取り組んでいます。これからも新
技術を導入し、皆さんの役に立ちたいと思
います。

PCは、我々の業務に欠くことので
きない存在です。その「相棒」を快
適に安心、安全に活用できるよう
に、導入から保守、情報セキュリ
ティ、廃棄まで力を入れて取り組ん

でいます。

東京モーターショーでの販売ブース出展の様子。
たくさんのお客様にご利用いただきました。

全社で利用されるメール、サーバ、国内および
海外拠点のネットワークなどIT基盤の企画か
ら構築・運用を行っています。また、IT機器を
守るデータセンターの保守・管理をしています。

IT基盤・標準推進グループ

サイバー攻撃やデータ漏洩を防ぐため、セキュリ
ティを固め監視しています。また情報端末の導入
から廃棄までを管理し、ISO27001へ対応した
情報セキュリティの推進に取り組んでいます。

サイバーセキュリティグループ

デジタル化を推進するため、テレワーク体制の整備、
ECサイトの構築、デジタルマーケティングの実現、新しい
モビリティの研究など、新しいものへ挑戦しています。

DX推進グループ

ECサイト構築

前澤 礼菜

VDI構築

野々口 琢洋

先進基盤・運用

清水 枝里子

セキュリティ

安達 輝

ECサイト業務

森田 友紀子

社内サーバの構築と、そのインフラを管理・運用して
います。未知のIT技術に対応していくことは大変ですが、同時にその
知識を深めていく所がやりがいでもあります。 

スズキ社員が快適に業務がで
きるようネットワークインフラの
構築・保守をしています。ある時は日本各地
にある拠点に実際に足を運び、またある時
は海外拠点の現地社員と連携を取りながら
安定した通信環境の提供に励んでいます。

ネットワーク

杉井 雅史

統合サーバ

十時 光崇

ITシステムオペレーター
中村 悟志

端末管理

伊東 隆太

統合サーバ
北島 康太

端末管理
小楠 唯以

データを活用してスズキの新たなビジネスを支えて
いきます。





「やさいバス」で農家も消費者も HAPPY

「Mobile Mover」で
坂道もラクラク HAPPY

「グローカルデザインスクール」による農業体験学習で
子どもたちも未来も HAPPY
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デザインスクール株式会社」を創設しました。また、新た
な事業として、スズキ社製のモータチェアを活用した屋外
用台車「Mobile Mover」を開発、販売し始めています。

特にやさいバスについては、地域内食流通の仕組みとし
て地域OSと呼ばれています。食はすべての人の命に関
係するがゆえに、農業は社会基盤産業であり、その成果物
を運ぶ当社の仕組みは、食をつなぐことで、人をつなぐこと
を導くことができます。ゆえに、地域OSと呼ばれています。

Q3
コロナ禍の中、先生のお仕事や生活はどのよう
に変わられましたか。今後、世の中や大学や企
業は、どのように発想を転換して、どのように変化
していくべきとお考えでしょうか？

コロナでWEB会議が多用されるようになり、情報交換
は格段にスピードを増しましたし、家族の時間も増えたこと
は働く母としてとても嬉しい変化です。ハンコが一例です
が、日本全体が「経緯依存症」、これまでのやり方に疑問
を持たず、前例にならい変えられないという風潮でしたが、
変えるべき、変わるべきという人の割合が格段に増えたと
感じています。今まで、何となく、変わらなきゃいけないよね
と思っていたけれど、一歩が踏む出せなかった、一言が言
いだせなかった方々が多かったのだと思います。その一つ
に、地域内に閉じこもることになり、地域内循環や地域の
人のつながりの価値が見直されるようになっています。

この意識改革により、これまでの大量生産大量消費、
遠距離の移動、GDPのような金という一つの尺度では、
人々の生活の満足度を上げることができなくなります。その
ため、大学でも企業でも、いずれの組織も多様な価値観に
柔軟に合わせられる組織改革が必要であり、その結果、生
み出されるサービスや商品も柔軟性がより強く求められるよ
うになると思います。

Q4
性別や人種や年齢などにとらわれず多様な人材を
活用するというダイバーシティの考え方が広まって
います。ダイバーシティのために、大学や企業は
どのような対応や努力が必要とされるでしょうか？

日本の組織は一日も早く取り組まなければなりません。
単一性別が決裁権者のほどんとを占めている現状は、多
様な価値観を受け入れる基盤が整っていないといえます。
大学の先生方はダイバーシティに慣れていらっしゃると感じ
ていますので、特に、企業の改善努力が必要です。何をす
べきか。無理やりにでも、決裁権者に多様な人材を入れる
こと、それが難し過ぎるのであれば、外部との交流機会をつ
くることです。

Q5
スズキ財団の今後の姿、およびスズキ財団は
どのようなことに着目していくべきか、について
ご意見等いただけないでしょうか？

資産は多くありますので、広報や企画により存在価値を
高めていけると思います。また、着目すべきは「柔軟性」で
あり、「人類および地球の持続可能性」にいかに貢献でき
るかに注目すべきです。

Q6
最後に若い研究者や技術者に対して何かアド
バイスや励ましのお言葉など頂けないでしょうか？

多様な価値観を持つ人たちと積極的に交流し、美味
しいもの食べて、楽しい時間を過ごし、脳みそを開放しま
しょう。きっと、ブレークスルーが起きるはずです。すべて
は確率ですから。

スズキ財団40周年記念（その9）

加藤 百合子先生インタビュー  

Q2
先生は、農業事業を支援するために株式会社
エムスクエア・ラボを起業されました。起業の目的
と、事業の近況についてお聞かせいただけないで
しょうか？

起業前から農業に携わりたいと長らく思っていましたが、
家族に農業関係者がおらず入口を見つけることができませ
んでした。きっかけは、起業する半年前です。静岡大学で
農業に関する社会人講座に参加し、農家さんの課題を直
接聞いたことでした。せっかく良いものを作っても誰がどう
食べているのかわからず、評価されているのかどうかもわか
らない。頑張っても頑張らなくても収入が変わらないので、
モチベーションが上がらないという意見が多かったのです。

そこで課題の根幹を探し、分業化による信頼と情報の
分断が要因と結論付けて事
業推進をしてきました。農業
は人類の命を支える産業で
あり、実は多くの社会課題は
農業と掛け算すると解決しま
す。それを定理として、農業×
ANY=HAPPYと表現してい
ます。

このコンセプトのもと、流通
では「やさいバス株式会社」、
教育については「グローカル

Q1
先生には、2015年6月より当財団の評議員、
2020年6月より理事をお願いしております。
財団と係わるきっかけについてご紹介いただけ
ないでしょうか？

大学、大学院で農業機械の制御を学び、2009年に
静岡県菊川市で株式会社エムスクエア・ラボを創業して、
生産者である農家と、購買者である飲食店や食品加会社
をつなぐサービスを始めました。地元の企業であるスズキ
が農業に興味を示して、鈴木理事長と知り合いになったこと
がスズキ財団に係わるきっかけです。スズキ財団で理事長
にお会いするのが楽しみでした。

農業×ANY＝HAPPY
加藤 百合子
スズキ財団 理事
株式会社エムスクエア・ラボ
代表取締役社長

株式会社エムスクエア・ラボ代表取締役社長で
当財団の理事の加藤先生にお話しを伺いました。
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総 資 産
設 立 年 月 日

63億1,713万円（令和2年3月末）
1980年 3月

助成件数累計※

助成総額累計※
1,793件
21億1,644万円

※1980年度から2019年度の40年間の累計

公益財団法人 スズキ財団 事業報告

▋スズキ財団の助成・顕彰の年間スケジュール
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

◦科学技術研究助成
	 一般	 300万円
	 若手	 100万円

◦課題提案型研究助成
　（2年間）
	 	 1,000万円

◦研究成果普及助成
　シンポジウム、会議の助成

◦研究者海外研修助成
　渡航費の助成

◦顕彰事業
　やらまいか大賞
　やらまいか特別賞

※スケジュールは都合により変更する場合がありますので、スズキ財団ＨＰ（http://www.suzukifound.jp/）でご確認ください。

▋顕彰
「やらまいか大賞」及び「やらまいか特別賞」
スズキ財団の設立４０周年を記念して、機械工業技術の更なる発展を目的とし、優れた功績を上げた研究者・開発者を
毎年顕彰する制度を創設しました。

「やらまいか 大賞」 １件 副賞 1,000万円
「やらまいか 特別賞」 １～３件程度 副賞総額 300万円
対象分野：	 	「やらまいか 大賞」は、小型自動車をはじめとする国民生活用機械等の生産・利用・消費に係る科学的研究

に関するもので、独創的・先進的であり、学術的社会的発展に寄与した研究を対象とします。
  「やらまいか 特別賞」は、過去に当財団から助成を受けた科学的研究で、将来に渡り顕著な成果を期待

できる研究を対象とします。
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スズキ財団の事業  
「機械工業の発展を願って」
▌設立の目的
本財団は、小型自動車をはじめとする国民生活における利便の増進に資する機械等（以下「国民生活用機械等」という。）
の生産および利用・消費に係わる科学的研究の助成とその成果の普及等を通じて、わが国機械工業の総合的な発展と
国民福祉の増進に寄与することを目的としております。

▌研究助成
大学、大学院、高等専門学校、または公共研究機関に常勤する研究者で、主たる研究が科学技術に関する研究であること。
助成の対象となる研究は、国民生活用機械等の生産・利用・消費に係る科学技術に関する研究でかつ独創的・先進的で
あり、学術的・社会的発展に寄与する可能性があるものです。

1.科学技術研究助成
１）	助成金総額と助成件数
  ◦助成件数：年間合計約50件 程度
 ◦一般向け（最高３００万円）と若手向け（一律１００万円）に分けて募集します。
２）	募集期間と審査結果の伝達
 ◦公募期間 ： 毎年6月末～9月末
 ◦選考結果は12月に申請者に連絡されます。

2.課題提案型研究助成
１）	提案する課題と研究期間
 ◦毎年、現在解決を求められている或いは将来直面する問題等を課題として提案します。
 ◦研究期間 ： 2年間
２）	助成金総額と助成件数
 ◦助成金額 ： 1件1,000万円 以内
 ◦助成件数 ： 年間4件 程度
3）	募集期間と審査結果の伝達
 ◦公募期間 ： 毎年4月初～5月中旬
 ◦選考結果は7月末頃申請者に連絡されます。

3.研究成果普及助成及び研究者海外研修助成
科学技術分野の基礎的・独創的研究成果を発表し研究の更なる充実・発展を図るため、国内外で行われるシンポジウム・
会議等の開催或いは海外で開催されるシンポジウム・会議への出席に対して助成します。
①研究成果普及助成(国内外で行われるシンポジウム・会議等の諸費用への助成)
②研究者海外研修助成(海外への交通費・滞在費への助成，大学院生も申請可)
 ◦4月以降公募を開始し、予算到達時に打切ります。

2020年（令和2年）度 研究成果普及事業の実績
▋2020年（令和2年）度 研究成果普及助成一覧 ※助成順　※所属・役職は助成当時

第56回	日本交通科学学会総会・学術講演会（Web開催） 令和２年11月23日～11月24日 東海国立大学機構 名古屋大学　教授 水野	幸治

日本機械学会	2020年度年次大会（Web開催） 令和2年9月13日～9月16日 東海国立大学機構 名古屋大学　教授 原　	進

第31回	内燃機関シンポジウム（Web開催） 令和2年11月16日～11月18日 千葉大学　教授 森吉	泰生

報告

１年目の研究 中間報告会

2年目の研究 終了報告会

研究開始

2年目の研究

募集・審査・結果通知（予算到達時に打ち切り）

募集・審査・結果通知（予算到達時に打ち切り）

審査・結果通知・助成金支払 1年目の研究募集 贈呈式

募集 審査・結果通知 贈呈式 助成金支払

募集 審査 決定・贈呈式 募集
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Q1 日本の留学は、いかがでしたか ?

静岡大学浜松キャンパスに1 年間滞在し、素晴らしい
経験をしました。永吉先生のビジネスインテリジェンスと
経営に関する研究は示唆に富んでいました。最も充実し
た思い出は、日本人のマナー、食生活、神社仏閣への参
拝、着物の着付け、ゴミの分別など、日本の生活を直接
体験できたことです。また、COVID 19の感染拡大は
私の経験を特別なものにしました。コロナ禍における政
府や国民の冷静で真摯な対応に感嘆しました。

Q2 永吉先生の研究室では、具体的にどの
ような研究をされていましたか ?

私は、永吉先生と課題に直面した企業がどのように乗り
越えていくかについて調査しました。例えば、COVID 19
の感染拡大の中、日本の3つの企業がどのようにしてダイ
ナミックな能力を発揮し、事業を探求し、活用しているかを
研究しました。東京のインド大使館が主催する日印科学
技術パートナーシップ・イニシアチブで、インドの専門家と
交流する機会をいただきました。また、北海道大学の言語
メディア研究室を訪問し、ラファル教授らと交流する機会
も得ました。私たちの教育用チェックリストの有効性への
貢献がIEEE IEEMカンファレンス2020で発表されるこ
とになりましたので、引き続き永吉先生と協力してチェック
リストの研究を進めていきます。また、日本企業のプロジェ
クトにも協力しています。

Q3 日本の各地を旅行した体験について
教えてください。

COVID 19の感染拡大もありましたが、東京、京都、
大阪、奈良、北海道の有名な観光地を訪れる機会があり
ました。また、研究のために東京や北海道に行く機会も

ありました。鉄道とバスの接続が良いので、日本はどこでも
簡単に移動できました。衛生面とサービスの質の高さに
よって、旅行はとても便利で安全でした。

Q4 日本では、研究以外にどのような交流が
ありましたか ?

永吉先生の主催する毎週のセミナーは、学生と交流す
る絶好の機会となりました。さらに、サッカーをしたり、夕食
に出かけたり、オンラインのディナーパーティーをしたり、
毎月のイベントで楽しい時間を過ごしました。それに加えて、
TEDxHamamatsuで地元の起業家と交流できたことも
良い思い出です。

Q5 日本に来る研究者に何かアドバイスは
ありますか ?

外国人が初めて日本に来てカルチャーショックを受ける
ことはよくあることです。オープンマインドで、文化や食習
慣に適応する準備をすることをお勧めします。地元の人
はとても親切です。
ですから、何か必要
なときは遠慮なく助
けを求めてください。
また、日本語で会話
ができれば、生活が
より一層楽しくなり
ます。

研究留学者インタビュー
インド工科大学 ハイデラバード校（IITH）
Konjengbam Anand氏
　　　　（ コンジェンバム アナンド ）

情報科学 大学院 研究員
留 学 期 間 ： 2019年11月1日〜2020年10月31日
留学受入先 ： 静岡大学 総合科学技術研究科
  情報学専攻・情報学部 永吉実武准教授
研究テーマ ： 「市場動向分析と品質改善のための
  　　　　　　　顧客フィードバック解析」

京都のお寺にて

IITHのAnand研究員（左）と指導教官の永吉准教授（右）

北海道 北海道大学 17
室蘭工業大学 6
北見工業大学 2
旭川医科大学 1
北翔大学 1
千歳科学技術大学 1
旭川工業高等専門学校 1

青森 弘前大学 2
八戸工業高等専門学校 1

岩手 岩手大学 9
宮城 東北大学 39

東北学院大学 2
東北福祉大学 2
仙台電波工業高等専門学校 1

秋田 秋田大学 3
秋田県立大学 3

山形 山形大学 7
福島 福島大学 2

いわき明星大学 1
茨城 茨城大学 20

筑波大学 12
栃木 宇都宮大学 6
群馬 群馬大学 22

前橋市立工業短期大学 1
埼玉 埼玉大学 12

日本工業大学 6
埼玉工業大学 4

千葉 千葉大学 14
帝京平成大学 1
千葉工業大学 4
木更津工業高等専門学校 3

東京 東京大学 42
東京学芸大学 2
東京農工大学 20
東京工業大学 30
電気通信大学 11
東京海洋大学 1
東京都立大学 13
青山学院大学 1
慶應義塾大学 8
工学院大学 5
国士舘大学 2
駒澤大学 1
芝浦工業大学 10
順天堂大学 1
上智大学 3
成蹊大学 2
中央大学 2
東海大学 9
東京電機大学 5
東京理科大学 21
日本大学 2
日本医科大学 1
法政大学 1
東京都市大学 10

東京 早稲田大学 15
東京工科大学 3
昭和大学医療短期大学 1
東京工業高等専門学校 1

神奈川 横浜国立大学 13
横浜市立大学 1
湘南工科大学 1
東京工芸大学 2
神奈川工科大学 2

新潟 新潟大学 12
長岡技術科学大学 4
長岡工業高等専門学校 1

富山 富山大学 10
富山県立大学 2

石川 金沢大学 22
北陸先端科学技術大学院大学 6
石川工業高等専門学校 3

福井 福井大学 9
山梨 山梨大学 15
長野 信州大学 5

長野工業高等専門学校 1
岐阜 岐阜大学 16

岐阜工業高等専門学校 6
静岡 静岡大学 88

浜松医科大学 5
静岡理工科大学 5
沼津工業高等専門学校 1

愛知 名古屋大学 31
名古屋工業大学 7
豊橋技術科学大学 50
名古屋市立大学 1
中部大学 2
名城大学 4
豊田工業大学 3
豊田工業高等専門学校 5

三重 三重大学 12
鈴鹿工業高等専門学校 4

滋賀 滋賀医科大学 1
滋賀県立大学 1

京都 京都大学 16
京都工芸繊維大学 6
同志社大学 4
立命館大学 6

大阪 大阪大学 40
大阪市立大学 3
大阪府立大学 15
大阪工業大学 3
大阪産業大学 2
大阪体育大学 1
大阪電気通信大学 1
近畿大学 5
甲南大学 1
大阪府立大学工業高等専門学校 1
大阪工業高等専門学校 1

兵庫 神戸大学 22
兵庫県立大学 4

奈良 奈良先端科学技術大学院大学 3
奈良工業高等専門学校 3

和歌山 和歌山大学 1
和歌山工業高等専門学校 1

鳥取 鳥取大学 2
島根 島根大学 1
岡山 岡山大学 16

岡山県立大学 2
津山工業高等専門学校 1

広島 広島大学 17
広島市立大学 3
広島工業大学 1
福山大学 1
呉工業高等専門学校 1

山口 山口大学 10
山口東京理科大学 1
宇部工業高等専門学校 1
大島商船高等専門学校 3

徳島 徳島大学 10
阿南工業高等専門学校 1

香川 香川大学 5
香川高等専門学校こちらに統合 2

愛媛 愛媛大学 4
新居浜工業高等専門学校 1
弓削商船高等専門学校 1

高知 高知工業高等専門学校 1
福岡 九州大学 19

九州工業大学 3
北九州市立大学 2
西日本工業大学 1
福岡工業大学 2
久留米工業大学 1

佐賀 佐賀大学 4
長崎 長崎大学 3

長崎総合科学大学 3
佐世保工業高等専門学校 1

熊本 熊本大学 8
大分 大分大学 6

大分県立看護科学大学 2
宮崎 宮崎大学 1
鹿児島 鹿児島大学 6
沖縄 琉球大学 4

沖縄工業高等専門学校 2
研究所ほか 国立天文台 1

岡崎国立共同研究機構 2
防衛大学校 2
(財)東京都老人総合研究所 1
理化学研究所 4
(独)産業技術総合研究所 10
宇宙航空研究開発機構 1
(財)応用科学研究所 1
西独軽機械センター 3
県西部医療センター 1

▋学校別の助成一覧表（計1,098件） （数字は40年間の累積助成件数）

科学技術研究助成の1980年度から2019年度までの40年間の実績




